
令和7年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい：

・一般就労を目指す利用者が、自身の「どの分野」の能力向上に注力し企業とのマッチング率をあげるかを明確

にする。

・地元企業の採用・障がい者雇用を目指す利用者が履歴書作成や面接の際に特に注意すべき点を専門的に学ぶこ

とができる。

利用者にとってのメリット：

・漠然とした就職活動がではなく、つねに目標を掲げた行動を起こす為の動機付けとなり面接練習等の実地訓練

を経験する事ができる。

実施した結果：参加した利用者各々が「就職力バランス診断」を受け企業情報の説

明・求められる人材像やスキルの細かな点の説明を機会を得る事ができた。

得られた成果：参加した利用者は、就労の際に自身の強みを知ることが出来て、就

労の選択肢を増やすことが出来た。同時に一般企業への関心が強まり見学を行いた

いと発言する積極性が表れだした。

課題点：全利用者に遍く参加していただきたいが、就労に対する意欲を「まず」

持っていただくアプローチが難しいと感じる。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 サンクスラボ・大分オフィス 事業所番号 4410104303

・改めて自分のしたいことや性格が分かった感じがしました。ストロングポイントは1回やった事は全力でやりきることだと感じました。ウイークポイントは人見知り

なので、積極的に自分から話せるように努力はしています。また事務職があっているのかなと思ったのですが人と接するのは嫌いではないので接客業等も視野に入れて

おこうと思ったので、自分に合った仕事を探していこうと思います。

・診断結果ではどんな職種でも働けるとでていましたが、そんなことはないのではないかと思いました。実行力・実現力があることには自分であまり意識していません

でした。指示の誤認識によるミスが多いことは自分でも自覚していたのでそのままを当てられてすごいと感じました。仕事におけるストレス耐性がないことは日頃から

感じていたので何か日々のストレスが０に戻るようなものを見つけようと思います。事務受付の仕事は適正も志向性もあると出ていたので向いているのではと感じまし

た。１年後には一般就職できることを目指して頑張りたいと思います。

利用者からの意見・評価

住　所 大分市中央町4-2-19　枡屋ビル2階 管理者名 西弘　陽

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 097-547-8183 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） おおいた産業人材センター　アドバイザー　渡邉様・森様

大分県内企業への就職促進では、障害のある方の就職支援と共通した部分があります。

大分県内に在住されている障がいのある方の就労支援を展開されているサンクスラボさんと就職促進の意味合いでお手伝いしたいと思っていま

す。

実施場所：ジョブカフェおおいた　本センター

実施日程：令和 6年 5月 31日（金） 10：50 ～ 12：00

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要：

〇PCにて就職力バランス診断実施（約20分）

 約160問の質問にＰＣで答えながら診断

〇診断結果を基に、担当の方よりアドバイス・面談（約20分）

利用者数：　2名

様式２


